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丘人福祉センター13：00～16：00　　　尋旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　壷

旨（田沢小学校グラウンド　　　　　　壷

　　　　　　　　　　　　　　　　　壷

トセンター受付9：。。、開会1。：。。）壷

ミ院台52－2581〉　　　　　　　　　響2

　　　　　　　　　　　　　　　　　壷

下山・田代12100～13：30）　　尋2

　　　　　　　　　　　　　　　　　壷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　壷
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8月11日～9月10日
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へ
9
’
一

　
ゾ

ヘ
9
く

　
　
山
崎
江
村
春
夫
さ
ん

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
旧

田
沢
村
役
場
職
員
全
員
で
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
井
之
川
利
一
村
長
、
村
山
軍

英
助
役
、
上
原
国
一
収
入
役
の
三
役
を

は
じ
め
み
な
さ
ん
お
な
じ
み
の
顔
ぷ
れ

で
す
。

　
わ
た
し
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
十
七

歳
で
役
場
に
入
り
、
昭
和
二
十
九
年
二

十
二
歳
で
退
職
し
ま
し
た
。
当
時
は
戦

後
間
も
な
い
こ
ろ
で
、
経
済
情
勢
も
厳

し
く
、
ま
た
、
食
糧
難
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
役
場
の
職
員
の
皆
さ
ん
は
拶
士

済
々
で
り
っ
ぱ
な
人
た
ち
で
し
た
。
い

ま
思
い
ま
す
と
、
こ
の
時
代
に
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
受
け
た
こ
と
は
、
わ
た
し

に
と
っ
て
幸
せ
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣
与阜
詳
亡

　
　
し
気

●■

妙

強曽

■妊婦検診

　8月25日／13：30～14100／上村病院

■母親学級

　8月25日／12：45～13：00／上村病院／妊娠中の栄養

■3歳児検診（S59．4．2～59．7．31生）

　8月28日／13：00～14：00／保健センター

■3種混合　第1期（1回目）S59．9．1～S60．8．31生

　　　　　第2期　　　　S58．9．1～S59．8．31生

　9月1日／14：00～15：00／総合センター／田沢地区、未接種者

　9月3日／14：00～15：00／総合センター／倉俣地区、貝野地

　　　　　区、高道山地区、清津峡地区

■胃ガン検診　9月3日～9月14日　対象者に通知

■村民検診事後指導会　9月1日～9月18日　対象者に通知

■子宮ガン検診

　8月18日／13：00～14：00／上村病院／田中、未受診者

　8月20日／13100～14：00／上村病院／如来寺、豊里

14㈹
移動図書館（倉俣、芋川12：00～13：00）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　根津敬1

15（十）
郷土民揺盆踊り大会（田沢小学校グラウンド
20：30～22：30）

⑯（日〉
中里村成人式（総合センター受付9：00、開会10：00）

休日救急医（池田医院台52－2581〉

17（月）
移動図書館（重地、下山、田代12100～13：30）

18（殉
子宮ガン検診（右参照）

19㈹
倉俣地区少年少女めざせ50冊読書活動（総合センター
14：00～〉

社会教育短期大学（総合センター19100～21：00）

20休）
子富ガン検診（右参照〉

21働
心配ごと相談日（老人想祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

22（土）
新座市スポーツ少年団大和田タイガースと倉俣ジュニア
ファイターズの野球親警試合（宮中グラウント14：00～）

⑳（日）
休日救急医（中条病院君57－3018）

25（殉
妊婦検診、母親学級（右参照）

28㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵、山田正平）　3歳児検診（右参照）
移動図書館（倉俣、芋川12：00～13：00）

⑳（日）
休日救急医（大坪医院5157－6100）

31（月）
移動図書館（重地、下山、田代12：00～13：301

雪（火） 村民検診事後指導会9月1日～9月18日
三種混合（右参照）

3（菊
胃ガン検診9月3日～9月14日
三種混合（右参照）

4㈹
高齢者講座（10：00～クラブ活動、13：30～婦人会との交流会）

陶芸教室（総合センター19：00～21：00）　心配ごと相談日

（老人福祉センター13：00～16：00相談員　藤田義一）

⑥（日）
休日救急医（L村病院盈63－2111）

7（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

10（翁
社会教育短期大学（総合センター19：00～21100）
くらしの巡回講座（倉下冬期管理センター13：30～）

一－’脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥
　　　　新座市スポーツ少年団大和田タイガースと倉俣ジュニア　ラ爵
22（∫1：）ファイターズの野球継試合（宮中グラウント14：00～）牽

　　　　休日救急医（中条病院君57－3・18）　　　斐

⑳（日）　　　　　　　　　　　　斐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワド
　　　　妊婦検診、母親学級（右参照）　　　　　　　　　　　　ラ舜

25（殉　　　　　　　　　　　　　　　　斧

　　　　、曜詑行政相談日（獣福祉センター13：。。一16：・。傘

28㈹相談員樋・永落・山田正平）3歳児検診（右参照）斐
　　　　移動図書館（倉俣、芋川12：00～13：00）　　　　　　　　ラド

　　　　休日救急医（大坪医院5157－6100）　　　　　　　　ラ舜

⑳（m　　　　　　　　　　　　条
　　　　移動図礪（重地、下山、田代12：・・一13：3・1　餐

31（月）　　　　　　　　　　貧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツド

雪
　　　　村民検診事後指導会9月1日～9月18日　　　　　　　　ラ舜
　　（火）　三種混合（右参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ舜

　　　　胃ガン検診9月3日一9月14日　　　　斧

3（菊三種混合（右参照）　　　　　牽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　高齢者講座（10：00～クラブ活動、13：30～婦人会との交流会）　条

4㈹礁離禦IJ隅㍊繊，餐嚢想讐日斐
　　　　休日救急医（1，村病院盈63－2111）　　　斐

⑥（日）　　　　　　　　　　　　斐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）　　　ラ舜

7（月）　　　　　　　　　　　　　　　　斧
　　　　社会鰭繍大学（総合センター19：。。一21；。。）　条

10（翁くらしの巡回講座（倉下冬期管理センH3：3・一）斐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラド

※変更する場合があります．御用の際は担当課で確認を．斧

　
　
　
　
　
　
　
　
弘
い

　
七
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
た

第
十
一
回
村
民
体
育
祭
の
百
足

競
争
の
一
コ
マ
で
す
。
気
ば
か

り
せ
い
て
、
足
並
み
が
揃
わ
ず

転
倒
す
る
チ
ー
ム
も
続
出
し
ま

し
た
。

　
　
編
集
後
記

　
人
間
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

も
の
は
物
や
金
で
は
な
く
、
そ

れ
は
「
命
」
で
す
。
昨
年
、
全

国
で
一
日
平
均
の
死
者
は
、
二

十
五
・
五
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

早
や
百
十
人
（
％
現
在
）
が
交
通

事
故
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
は
交
通
事
故
を
起
し
、

悔
い
の
日
々
を
過
し
て
い
る
加

害
者
や
一
家
の
大
黒
柱
を
失
い

途
方
に
暮
れ
て
い
る
家
族
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
ス
ピ

ー
ド
は
控
え
目
に
し
、
一
時
停

止
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が

ナ
ま
し
ょ
う
。
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舗
を
担
う
着
者
た
雪
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第
二
の
人
生
ヘ
ス
タ
ー
ト

昨年の成人式の模様

　
「
二
十
歳
』
そ
れ
は
明
る
く
希
望
に

満
ち
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、
地

元
に
残
り
仕
事
に
ス
ポ
ー
ツ
に
と
飛
び

回
っ
て
い
る
五
人
の
若
者
を
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
三

人
の
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
　
「
成
人
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
村
内
出
身
で
新
潟
総
合
テ
レ

ビ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
藤
田
嘉
宏
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

インタビュー内容

①20歳を迎えた心境

②仕事に対して

③将来の夢

④「いまの若者は」と言われる

　ことに対して

⑤余暇の過こし方

⑥なぜ地元に残ったか

⑦村に対するイメージ

①20歳というのは人生の中の1つの節

目だと思います。これから人間的に大

きくならなければいけないと思います。

②士木技術者の見習いで、測量や建設

機械の運転などを少しずつ教えてもら

っています。早く資格を取り仕事に役

立てたいと思います。

③結婚してこの地域でずっと暮らして

いけたらいいと思います。

④今はあまりそんなことを言う人はい

ないと思います。会社の上司の人は結

構若者に対して理解してくれています。

⑤友だちの家へ行って話しをしている

くらいです。

⑥長男であることが一番の理由です。

東京で2年間働いていましたが、離れ

てみて地元のいろいろな良さがわかり

ました。

⑦自然がすばらしい所だと思います。

この自然は絶対に壊さないでほしいと

思います。それから自分と同年代の人

がほとんどいません。年配の人の考え

や意見だけで村が動いているような気

がします。若者の意見をどんどん取り

入れ、若者が定着できる村になってほ

しいと思います。

大ロ明宏さん
　鈴木土建勤務

　　　　　（重地）

吉楽寛美さん
　上村病院勤務

　　　　　（宮中）

いなあ一、もう20歳かという感じ
①
で
②
ら
ラ
れ
③
と
て
と
④
な
者
よ
同
ま

　
の
早
す
調
は
ン
て
夢
り
み
。

理員で、午前はご飯炊き、午後か

特別食を作っています。栄養のバ

スを考えた料理がいろいろ覚えら

とても勉強になります。

というほどのものはありませんが、

あえず、今流行の温泉旅行でもし

たいです。友達みんなでワイワイ

目分もそう言われているのかもしれ

いですね。しかしいつの時代でも若

はそう言われているのではないでし

うか。昔の若者も今の若者もまるで

じようでは世の中変わらないと思い

す。

⑤たまに専門学校時代の友達とドライ

ブに行くくらいです。最近貝野青年会

バレーに入ったので、こっちのほうモ

なるべく時間を見つけてやって行きた

いと思ってます。

⑥地元に残るとか、県外へ出るとかは

あまり考えていませんでした。病院の

万から直接誘われたので、こちらで働

くことにしました。

⑦一言でいうと暗いですね。もっとに

ぎやかな村になってほしいと思います。

上原正明さん
　津南町森林組合勤務

　　　　　（上山）

①とにかく酒を飲む機会が多いなあ一

と感じました。

②山菜やもやしなどの食品加工の仕事

をしています。食品を取り扱うので衛

生面には特に気を使います。最近、原

料などを運ぶ時に使うフォークリフト

の作業免許を取らせてもらいました。

仕事の幅が広がり良かったと思います。

③できたら自分で商売をしてみたいで

す6具体的にどんなものかはわかりま

せんが、自分の店なんか持てればいい

なと思います。

④最近はあまりそういうことを言う人

はいないと思います。自分自身言われ

たこともないし、言われたとしても気

にな1りません。

⑤冬はスキーに行ったり、夏はドライ

ブです。それとたまに早朝野球をやっ

ています。

甲　　　　　　　　撫、一剣腿
⑥地元の万が落着けていいです。冬に

はスキーもやりたかったので。

⑦確かに若者にとっては物足りない所

だと思います。レジャー施設みたいな

ものがないですから。しかし観光地と

して見た場合なかなかいい所だと思い

ます。他の観光地と違い落着いた感じ

があっていいです。

保坂喜代美さん

　滝沢印刷所勤務

　　　　（通り山）

①いろいろな面での責任というのが、

これからは親ではなく自分にかかって

きます。気を引き締めなければいけな

いと思います。

②文房具店の店員です。顔なじみのお

客さんが増えますし、問屋さんや会社

の人もおもしろい人ばかりで楽しくや

っています。

③とりあえず売れ残らないように25歳

位までに結婚することです。

④そう言われてもしかたがない人もい

るとは思いますが、そういう一部の人

を見て今の若者全体がそうだとは思っ

てほしくありません。しっかりした若

者だってたくさんいますから。

⑤友だちとドライブに行ったり、溜へ

行ったりと結構遊び回っています。

⑥ゴミゴミした所が嫌いなので都会へ

は出てみようとは思いませんでした。

家から通勤できるので気楽ですし、の

んびりできていいです。

⑦ちょっと何かあるとすぐに村中のう

わさになるので狭い村だなあ一と思い

ます。雪は降る量にもよりますが、わ

りと好きな万です。除雪体制もとても

よくなって住みやすくなってきたと思

います。

　　　罰

・
鵬
層

　　音
　　楽
　池に
　　も
　田関

　克心
・　を
ね人
荘さ
1ん

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
元
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
た
く
し
の
二
十
歳
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
少

し
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
自
分
が
真
剣
に

な
れ
た
事
は
、
残
念
な
が
ら
仕
事
で
は
な
く
音
楽
で
し
た
。

音
楽
と
い
っ
て
も
当
時
流
行
し
て
い
た
も
の
は
「
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
」
　
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
と
い
う
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
サ

ウ
ン
ズ
の
全
盛
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
活
動
も
盛
ん
で
し
た
。
現
代
の
ロ
ッ
ク

や
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
に
比
べ
、
音
楽
そ
の
も
の
が
大
変
シ
ン

プ
ル
で
解
か
り
や
す
く
か
つ
新
鮮
で
し
た
。
だ
れ
で
も
簡

単
に
コ
ピ
ー
が
可
能
で
、
コ
ピ
ー
す
る
力
が
あ
れ
ば
英
雄

的
存
在
で
い
ら
れ
た
良
き
時
代
で
し
た
。
　
「
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
」
　
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
」
等
々
、
数
多
く
の
懐
か

し
い
曲
が
浮
ん
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
地
方
で
は
昔
か
ら
楽
器
な
ど
を
鳴
ら
し

て
い
ま
す
と
、
道
楽
者
と
か
の
め
し
こ
き
な
ど
と
い
わ
れ

ま
し
た
。
と
も
あ
れ
自
分
は
、
人
間
で
最
も
芸
術
的
な
精

神
活
動
は
、
音
楽
す
る
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
若

い
人
た
ち
に
音
楽
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て

生
ず
る
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
の
心
の
支
え
の
一
つ
と
し
て
、
音

楽
を
愛
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
広
く
世
界
に
視
野
を

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
寿
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桔
梗
原
）

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
日
本
人
は
、
世
界
で
も
最

長
寿
国
と
な
り
、
経
済
で
も
世
界
の
一
、
二
を
争
う
豊
か

な
国
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
二
十
歳
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
み
ま
す

と
、
正
に
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
E
C
や
北
米
に
追
い

つ
か
ね
ば
と
全
国
民
が
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命

だ
っ
た
時
代
で
す
。

当
時
、
わ
た
し
は
世
界
最
大
の
農
業
国
ア
メ
リ
カ
で
、

農
業
実
習
を
す
る
機
会
を
得
、
日
本
の
農
業
と
の
大
き
な

隔
た
り
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。
農
作
業
の
合
理
化
と
高

い
労
働
生
産
性
、
数
字
を
基
に
し
た
営
農
計
画
、
適
切
な

作
物
管
理
や
家
畜
管
理
、
生
活
を
楽
し
む
ゆ
と
り
な
ど
、

頭
脳
的
な
経
営
計
画
と
大
担
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
膨
大
な
資
源
を
持
ち
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
、
国
力

の
大
き
さ
と
経
済
力
の
格
段
の
差
を
目
の
当
り
に
し
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
十
八
年
、
日
本
は
数
字
上
で
は
、
多
く
の

分
野
で
一
流
国
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
立
場
に
変
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
ら
れ
，
る
み
な
さ
ん
、
あ
る
い
は
既

昭和62年8月10目広線かかマ邑3



90
、
ミ

ず
羽鳥肇さん
　福屋勤務
　　　（新屋敷）

①20歳になったといっても今までとそ

れほど変わりがありません。

②商品の陳列や、野菜、くだもののバ

ック詰めを主にしています。お客さん

は近所の人がほとんどで、顔なじみも

多く、たまに話をしたりで結構楽しく

やっています。

③今のところこれといった夢はありま

せん。今の仕事をずっと続けていけた

らと思います。年をとったら家で農業

をやりたいです。

④マナーの点では年配の人たちにも反

省してもらうところがあります。バス

待ちの時など割り込んで来る人も結構

いますから。

⑤目曜臼が休みでないので友達がいな

くてとにかく暇です。家にいるかドラ

イブに行くくらいです。

⑥長男ということが一番の理由です。

県外へは出てみたいとは思いませんで

した。出たとしても∪ターンした時に

仕事がないと思いましたから。

⑦20歳位の人がほんとうに少なく活気

がないと思います。それからこの辺の

地域性かもしれませんが集会や会議の

際、結論を出すのに時間がかかりすぎ

るといった感じがします。

　
成
人
式
を
お
迎
え
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
。
青
春
真
っ
た
だ

中
の
皆
さ
ん
の
胸
は
、
夢
と
希

望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。
半
面
、
皆
さ
ん
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

厳
し
い
現
実
を
克
服
し
、
夢
や

希
望
を
一
歩
一
歩
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
一
人
の
大
人
と
し
て

責
任
あ
る
行
動
を
と
り
、
義
務

を
果
た
し
、
正
し
く
権
利
を
行

使
し
て
行
く
こ
と
を
、
こ
の
機

会
に
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
が
成
人
を
迎
え
た
の
は

三
十
四
年
前
。
当
時
は
、
東
京
へ

行
く
に
も
八
時
間
半
、
市
外
電

話
を
か
け
れ
ば
何
十
分
も
待
た

さ
れ
る
。
冬
は
、
バ
ス
は
お
ろ

か
、
あ
ら
ゆ
る
車
は
動
け
な
い
。

頼
み
の
飯
山
線
も
運
休
の
連
続

で
、
十
日
町
ま
で
歩
く
の
は
当

た
り
前
と
い
う
時
代
で
し
た
。

現
在
は
、
色
々
な
面
で
恵
ま
れ
、

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
高
速
交

通
時
代
、
情
報
化
時
代
と
い
わ

れ
、
流
行
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も

東
京
と
変
り
ま
せ
ん
。
生
活
様

式
も
大
幅
に
変
化
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
、
・
、
の
発
達
で
情
報
の
大

洪
水
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

ま
う
ば
か
り
で
す
。
世
界
情
勢

は
、
日
々
変
化
し
、
そ
れ
に
連

動
し
て
国
内
の
動
き
も
刻
々
と

移
り
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
種
々
様
々
な
情
報
が

乱
れ
飛
び
ま
す
。
ど
れ
が
正
し

い
情
報
な
の
か
を
、
的
確
に
判

断
す
る
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。

勉
強
し
判
断
力
を
養
お
う

の
情
報
の
中
に
は
、
興
味
本
位

の
間
違
っ
た
も
の
や
、
毒
に
も

薬
に
も
な
ら
な
い
も
の
も
沢
山
．

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

情
報
を
正
し
く
分
折
し
、
判
断

す
る
力
を
持
た
な
い
と
、
情
報

の
渦
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
し

新
潟
総
合
テ
レ
ビ
報
道
制
作
部
長

　
　
藤
　
田
　
嘉
　
宏

あ
る
日
突
然
大
恐
慌
が
襲
っ
て

く
る
。
こ
の
秋
に
も
第
三
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
。
と

い
っ
た
説
が
あ
り
、
一
方
で
は
、

そ
ん
な
心
配
は
無
い
と
い
う
反

論
も
あ
り
ま
す
。
貿
易
摩
擦
に

円
高
ド
ル
安
・
市
場
解
放
に
農

産
物
の
自
由
化
・
な
ど
な
ど
。

日
本
は
、
世
界
中
の
イ
ジ
メ
に

あ
い
始
め
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
そ
れ
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
で
す

ら
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
諸
問

題
を
解
決
す
る
の
は
政
治
の
力

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
成
人
を
機

に
政
治
に
参
加
す
る
権
利
・
選

挙
権
を
得
た
の
で
す
。
こ
の
事

が
成
人
の
最
大
の
意
義
な
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
住
む
中
里
村
の
、

新
潟
県
の
、
そ
し
て
日
本
の
、

ひ
い
て
は
国
際
間
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
代
表
、
即
ち

首
長
や
議
員
を
選
ぷ
権
利
を
得

た
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
権
利
を
正
し

く
行
使
す
る
た
め
に
も
、
大
い

に
勉
強
し
判
断
力
を
養
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
緑
豊
か
な
、
人

情
味
あ
ふ
れ
る
中
里
村
を
発
展

さ
せ
る
原
動
力
は
皆
さ
ん
自
身

な
の
で
す
。

に
社
会
人
と
な
ら
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
希
望
す
る
こ
と

は
、
広
く
世
界
に
目
を
向
け
て
自
分
の
可
能
性
を
追
求
し

て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
本
音
で
話
せ
る
友
を
多

く
も
ち
、
多
く
の
書
を
読
み
、
決
断
を
下
す
勇
気
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　響

嫌
雲憩

　道い
瑠夫出
之さを
匹ん

　
成
人
を
迎
え
た
み
な
ざ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

考
え
て
み
ま
す
と
わ
た
し
が
成
人
し
た
年
に
生
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
ね
。
早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
わ
た
し
が
成
人
を
迎
え
た
所
は
、
東
京
立
川
の
近
く

の
昭
島
市
と
い
う
所
で
し
た
。
学
校
を
終
り
運
送
会
社
に

入
っ
て
次
の
年
で
し
た
。
そ
の
年
に
は
府
中
の
三
億
円
事

件
が
お
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
の
こ
ろ
は
高
度
成
長

期
で
車
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ず
、
一
ヶ
月
二
十
日
も

自
分
の
布
団
に
寝
れ
ず
、
平
均
百
八
十
時
間
、
最
高
で
二

百
三
十
時
間
も
時
間
外
を
し
、
同
じ
世
代
の
人
よ
り
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
多
く
か
せ
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
人
に
車
の
レ

ー
ス
場
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
一
度
で
目
覚
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
日
曜
日
に
な
る
と
朝
早
く
か
ぢ
、
あ
っ
ち
こ

っ
ち
の
ジ
ム
カ
ー
ナ
場
、
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
と
通
い

何
も
な
い
休
み
の
日
は
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
車
を
い
じ
く

っ
て
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本
気
で
プ
ロ
の
レ
ー
サ
ー

に
な
ろ
う
と
考
え
て
仲
間
の
み
ん
な
に
、
南
雲
は
き
ち
が

い
だ
と
言
わ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
好
き
な
野
球

も
、
そ
の
当
時
は
車
の
方
が
数
段
上
で
し
た
。

　
若
い
ん
で
す
、
少
々
は
め
を
は
ず
す
事
も
あ
る
で
し
ょ

う
、
他
人
に
う
わ
さ
さ
れ
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
仕

事
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
目
い
っ
ぱ
い

自
分
の
好
き
な
事
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
歳
の
青
春
、
輝
い
た
い
い
思
い
出
が
つ
く
れ
る
様

期
待
し
て
い
ま
す
。

4

ー
■
で
、

道過i躍

耀り

リゾートについて学ぶ

　
昨
年
の
夏
以
来
「
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
が
急
浮
上
し
、
中
魚
十

日
町
圏
、
上
越
圏
が
一
帯
と
な
っ
て
「
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
ゾ
ー
ト

構
想
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
当
村
は
、
当
間
山
麓
及
び
苗
場

山
麓
に
四
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
魅
力
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想

を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
、
建
設
省
を
は
じ

め
六
省
庁
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
「
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
を
打
ち

出
し
、
今
年
の
五
月
二
十
七
日

「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
」
が

国
会
で
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
法
の
目
的
は
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応

し
た
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
の

実
現
と
周
辺
地
域
の
振
興
を
図

る
た
め
、
民
間
活
力
の
活
用
を

重
点
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
「
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
ゾ
ー
ト
構

想
」
が
、
国
の
地
域
指
定
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
開

発
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
多
額

な
投
資
が
行
わ
れ
、
中
魚
沼
、

十
日
町
地
域
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
と
は

　
リ
ゾ
ー
ト
と
観
光
と
は
、
考

え
方
が
根
本
的
に
違
っ
て
い
ま

す
。
観
光
は
、
　
「
旅
」
の
中
の

一
過
程
で
あ
る
の
に
対
し
、
リ

ゾ
ー
ト
は
、
一
週
間
か
ら
一
カ

月
と
い
う
長
期
滞
在
型
の
も
の

で
、
そ
こ
で
の
保
養
が
、
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
組
み
込

ま
れ
る
も
の
で
す
。
リ
ゾ
ー
ト

地
は
、
都
市
住
民
の
第
二
の
ふ

る
さ
と
的
存
在
と
な
り
、
心
や

身
体
の
休
養
に
毎
年
の
よ
う
に

訪
れ
る
所
で
す
。

県
指
定
九
月
末
ま
で
に

　
県
内
で
は
、
　
「
レ
イ
ン
ボ
ー

リ
ゾ
ー
ト
越
後
」
の
他
に
七
地

区
が
、
候
補
地
の
名
の
り
を
上

げ
て
い
ま
す
。
県
は
、
こ
の
八

箇
所
の
中
か
ら
、
九
月
末
日
ま

で
に
一
箇
所
を
地
域
指
定
す
る

予
定
で
す
。
県
で
は
、
指
定
地

域
の
構
想
を
再
度
練
り
直
し
、

国
に
提
出
し
ま
す
。
国
で
は
、

来
年
の
三
月
ま
で
に
何
箇
所
か

の
地
域
指
定
を
行
う
予
定
で
す
。

県
指
定
を
め
ざ
し
て

　
リ
ゾ
ー
ト
構
造
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
県
の
指
定

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
中
魚
十
日
町
圏
で
は
、
十
日

町
市
を
中
心
と
し
て
、
郡
市
四

市
町
村
で
リ
ゾ
ー
ト
構
想
連
絡

協
議
会
を
設
置
し
て
、
上
越
圏

と
歩
調
を
合
せ
な
が
ら
計
画
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
一
日
に
は
、
タ
ロ

ス
ー
0
で
「
な
ぜ
、
い
ま
リ
ゾ
ー

ト
な
の
か
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
千
三
百

人
と
い
う
お
お
ぜ
い
の
人
が
集

ま
り
、
リ
ゾ
ー
ト
の
地
域
指
定

に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
進
ん

で
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

当
問
、
苗
場
山
麓
に
ゾ
ー
ン
設
定

　
村
で
は
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
ゾ

ー
ト
構
想
の
中
で
、
十
日
町
市

と
共
に
魚
沼
丘
陵
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
と
津
南
町
と
共
に
苗
場
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ラ
ン
ド
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
魚
沼
丘
陵
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

計
画
の
中
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
清
津
、
苗
場
山
麓
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ラ
ン
ド
の
計
画
の
中
で
は
、

七
ツ
釜
カ
ル
チ
ャ
ー
カ
ン
ト
リ

ー
、
ス
カ
イ
ゾ
ー
ン
苗
場
、
小

松
原
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
計
四
箇
所

の
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
リ
ゾ
ー

ト
構
想
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、

関
係
地
域
と
の
調
整
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
が
、
村
と
し
て

は
過
疎
脱
却
の
方
策
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

難
曝
灘
鑛
灘
鑑
欝
難

　
昭
和
五
十
九
年
の
暮
れ
、
十

日
町
市
で
ス
キ
ー
場
開
発
を
し

て
い
る
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
か

ら
開
発
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
村
で
は
、
地
元
関
係
者

に
対
す
る
説
明
会
を
開
く
と
と

も
に
、
当
間
山
麓
開
発
促
進
協

議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
清
津

観
光
㈱
を
設
立
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

手
の
入
っ
て
い
な
い
自
然

　
　
　
　
　
大
き
な
強
み

　
当
村
に
は
、
当
間
山
麓
の
他

に
も
小
松
原
一
帯
に
広
大
な
自

然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
迎
え
る
リ

ゾ
ー
ト
時
代
に
と
っ
て
と
て
も

大
き
な
財
産
で
す
。

　
こ
の
大
き
な
財
産
を
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
に
、
村
で
は

当
間
山
麓
に
ス
キ
ー
場
と
ゴ
ル

フ
場
の
開
発
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
の
開
発
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
、
開
発
整
備
段
階
に
お

け
る
建
設
投
資
波
及
効
果
と
観

光
客
の
消
費
に
よ
る
経
済
効
果

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
大
き

な
こ
と
は
、
村
内
に
通
年
就
業

の
場
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　
観
光
産
業
の
消
費
経
済
効
果

は
、
他
産
業
に
及
ぼ
す
波
及
効

果
が
極
め
て
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
も
、
　
「
土
産

品
」
　
「
観
光
農
園
」
に
進
出
で

き
、
観
光
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

集
落
対
策
委
員
会
を

　
　
設
置
し
検
討
へ

　
こ
の
ス
キ
ー
場
開
発
で
、
物

心
両
面
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

の
が
、
開
発
地
区
の
人
た
ち
で

す
。
村
で
は
、
開
発
地
区
に
対

策
委
員
を
設
置
し
、
こ
の
ス
キ

ー
場
開
発
が
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
開
発
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
十
分

納
得
で
き
る
よ
う
な
話
し
合
い

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

村
で
は
、
地
区
の
対
策
委
員
を

中
心
に
、
地
域
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
幅
広
い
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

計
画
実
現
ま
で
の

　
　
　
　
　
事
務
手
続

　
開
発
の
た
め
に
は
、
一
、
測

量
調
査
　
二
、
賃
貸
料
・
補
償

料
条
件
提
示
　
三
、
開
発
の
本

同
意
　
四
、
農
地
法
解
除
五
、

国
有
林
保
安
林
解
除
な
ど
の
事

務
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
村
で
は
、
計
画
の
早
期
実
現

の
た
め
全
力
を
上
げ
て
い
ま
す
。
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多彩な応援で大会を盛り上げる

　匪丁鮒炉
畷

趣

第3チーム大逆転優勝
　第11回村民体育祭

　　　藷、蒙。箋’　鞭澄き

さあ引け応援団も必死

　
村
民
の
思
い
が
天
に
通
じ
た
か
の
よ

う
に
晴
れ
た
七
月
二
十
六
日
、
第
十
一

回
村
民
体
育
大
会
が
中
里
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は

総
勢
千
三
百
人
を
超
す
村
民
が
参
加
し
、

白
熱
し
た
戦
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
百
訂
走
や
千
五
百
層
走
で
は
、
中
学
、

高
校
生
が
見
事
な
走
り
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
年
よ
り
た
ち
は
、

輪
こ
ろ
が
し
に
挑
戦
し
「
子
ど
も
の
こ

ろ
は
う
ま
か
っ
た
ん
だ
が
…
」
と
い
い

な
が
ら
輪
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
の
前
に
は
、
田
沢
小
の
鼓

笛
隊
と
清
津
峡
小
の
た
る
ば
や
し
が
披

露
さ
れ
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
紅
白
玉
入
れ
で
、
六
百
点

と
い
う
驚
威
的
な
得
点
を
あ
げ
た
第
五

チ
ー
ム
が
独
走
体
制
に
入
り
ま
し
た
が

最
後
の
村
民
大
リ
レ
ー
で
第
三
チ
ー
ム

が
見
事
な
逆
転
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

★
成
績

　
優
勝
　
第
三
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
第
五
チ
ー
ム

　
三
位
　
第
六
チ
ー
ム

★
応
援
賞
　
第
ニ
チ
ー
ム

o
講
演
　
「
判
断
力
を
養
お
う
」

o
講
師
藤
田
嘉
宏
氏
（
新
潟

　
　
　
　
総
合
テ
レ
ビ
報
道
制

　
　
　
　
作
部
長
）

　
　
　
中
里
村
田
中
出
身

★
社
会
教
育
短
期
大
学

〈
第
三
回
〉

o
日
時
　
八
月
十
九
日
㈱

　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

O
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

O
内
容
　
中
里
村
の
身
近
な
問

　
　
　
　
題
を
考
え
る
。

〈
第
四
回
〉

o
日
時
　
九
月
十
日
㈲

　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

o
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

o
内
容
　
中
里
村
の
歴
史
を
探

　
　
　
　
る
。

★
高
齢
者
講
座

o
日
時
　
九
月
四
日
働

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

O
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
i

o
内
容
　
午
前
　
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
午
後
　
婦
人
会
と
の

　
　
　
　
　
　
交
流
会

★
移
動
図
書
館

O
日
時
　
八
月
十
四
、
二
十
八
日

6

晦
翼
鍍
葺
葱
衡
艘
脇

　
　
　
　
　
盛
り
上
げ
よ
う
、
社
会
教
育

懸
．
．
新
伝
㎜

闇
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q

燈
ワ
ワ
O
O
O
ワ
O
m
〉
Q
O
O
ワ
ワ
Q
一
▽鱒織轡轡蜘

心を合せイーチニーイ

轍雛騨、、1，黛澱糠

総購穫一識灘
鞭糞難．糠凝
＿　難・　　　　　　　夢漁堕

客から拍手

撫　ペウ①鯉

1な走

★
焼
き
物
に

　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
陶
芸
教
室

　
　
清
津
峡
焼
き
の
高
野
秋
規
氏

　
を
講
師
に
迎
え
九
回
に
わ
た
り

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ

　
の
機
会
に
自
分
の
焼
き
物
を
作

　
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
o
日
時
　
九
月
・
十
月
の
毎
週

　
　
　
　
金
曜
日
（
九
回
連
続
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時

　
O
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
：

　
o
定
員
　
十
五
名

　
o
申
込
先
　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
（
君
六
三
－
二
四
九
三
）

　
o
申
込
〆
切
　
八
月
二
十
五
日

★
郷
土
民
謡

　
　
　
盆
踊
り
大
会

　
o
日
時
　
八
月
十
五
日
ω

　
　
　
　
午
後
八
時
半
～
十
時
半

　
O
場
所
　
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
心
新
た
に
！

　
　
　
中
里
村
成
人
式

　
O
日
時
　
八
月
十
六
日
㈲

　
　
　
　
受
付
九
時
ー

　
　
　
　
開
会
十
時

　
O
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

雛

嘩

o
場
所

o
日
時

o
場
所

正
午
～
一
時

芋
川
、
倉
俣

八
月
十
七
、
三
十
一
日

正
午
～
一
時
半

重
地
、
下
山
、
田
代

　　　　　　　　　　　堀之川に散乱するアキ缶

モラ轟価下ヨ副
菖
の
不
法
般
棄

驚
き
！

七
ツ
釜
に
コ
ン
バ
イ
ン

　
村
民
の
通
報
で
七
ツ
釜
に
行

っ
て
み
ま
す
と
、
芝
倉
沢
に
コ

ン
バ
イ
ン
が
こ
ろ
が
り
落
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
す
ぐ
近

く
の
草
む
ら
の
中
に
も
大
型
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
が
捨
て
て
あ
り
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
な
こ
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
。
非
常
識
も
こ
こ

ま
で
き
ま
す
と
「
怒
り
」
を
通

り
越
し
て
悲
し
い
気
持
に
な
り

ま
す
。
同
じ
人
間
と
し
て
と
て

も
恥
か
し
い
で
す
ね
。

　
六
月
九
日
、
住
み
郷
役
員
さ

ん
ら
が
、
村
内
の
ゴ
ミ
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中

で
も
単
に
ア
キ
缶
の
投
げ
捨
て

だ
け
で
は
な
く
、
農
作
業
に
使

用
し
た
マ
ル
チ
シ
ー
ト
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
つ
め

た
不
燃
物
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
不
法
投

棄
の
多
く
は
、
ガ
ケ
下
な
ど
人

目
の
つ
か
な
い
所
に
捨
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

モ
ラ
ル
低
下

み
ん
な
で
見
直
そ
う

　
高
度
経
済
成
長
時
代
の
し
こ

り
と
し
て
、
自
己
中
心
主
義
が

少
な
か
ら
ず
身
に
つ
い
て
し
ま

っ
た
わ
た
し
た
ち
。
ゴ
ミ
の
分

別
収
集
を
守
ら
な
い
、
ゴ
ミ
出

し
の
時
間
を
守
ら
な
い
。
川
に

生
ゴ
ミ
や
焼
却
炉
の
燃
え
が
ら

を
捨
て
る
。
台
所
の
下
水
に
平

気
で
飯
つ
ぷ
や
麺
類
を
流
す
。

み
な
さ
ん
心
当
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
　
「
オ
レ
一
人
位
い
は
」

と
い
う
気
持
で
一
人
が
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
を
し
ま
す
と
、
す
ぐ

そ
の
マ
ネ
を
す
る
人
が
で
ま
す
。

よ
い
事
は
マ
ネ
し
に
く
い
も
の

で
す
が
、
悪
い
こ
と
は
す
ぐ
伝

染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
捨
て
る
前
に

　
　
　
　
　
拾
う
心
を

　
村
内
で
は
、
毎
年
老
人
ク
ラ

ブ
の
み
な
さ
ん
が
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
運
動
を
地
域
全
体

に
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
隣
市
町
村
で
も
、
タ
リ
ー
ン

作
戦
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
健
課
で
は
、
村
全
体
の
タ

リ
ー
ン
作
戦
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
、
こ
の
美
し
い

郷
土
に
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て

生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
郷
土
を

愛
し
、
い
つ
ま
で
も
美
し
く
保

ち
た
い
と
い
う
心
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

燃えがらは川に直行か？

コンバインのみじめな姿

　　　　　　ゴミ問題はしつけから

　　　　　　住み郷役員
　　　　　　　鈴木豊平さん（下山）

　「コミをきちんと片つける」これは小さ
いころからのしつけの問題だと思います。

昔は、一家に祖父田をはじめ叔父、叔田ま
でいて「人様に迷惑をかけてはいけない」

ということを教えられました。現在では、

年よりの話しを「古い」といって真剣に聞

かない風潮があります。しかし、古い時代

の中にもよい習慣がたくさんあります。こ

れらを現在の生活に生かしたいものです。

　コミ問題を解決していくためには、家庭、

保育園、小学校が協力して進めていく必要

があります。美しい郷士を守っていくとい
う教育も大切です。

　現在、普及している生コミの処理用器は

とてもよいと思います。これを全世帯に普
及したいものです。

　
保
健
課
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
健
康
づ
く
り
懇
談
会
を
三

十
八
集
落
を
対
象
に
開
き
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
会
の
中
で
は
、

村
民
健
康
検
診
や
各
種
検
診
結

果
を
基
に
病
気
の
予
防
や
医
療

費
の
増
大
に
伴
う
国
保
税
の
値

上
げ
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
の
中
で
は
「
検
診
で
ガ

ン
が
見
つ
か
り
、
早
期
発
見
で

治
っ
て
と
て
も
喜
ん
で
い
る
」

「
健
康
は
、
食
生
活
だ
。
自
分

は
、
都
会
か
ら
こ
こ
に
移

り
住
ん
で
自
然
食
を
実
行

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

と
て
も
丈
夫
に
な
っ
た
」

と
言
っ
た
自
分
自
身
の
体

験
談
や
、
　
「
検
診
を
受
け

る
た
め
に
は
仕
事
を
休
ま

な
く
て
は
い
け
な
い
。
検

診
よ
り
も
稼
が
な
く
て
は
」

「
検
診
を
受
け
て
も
『
塩

分
を
減
ら
し
な
さ
い
。
野

菜
を
多
く
食
べ
な
さ
い
』

と
し
か
言
わ
れ
な
い
の
で

イ
ヤ
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
血
圧
だ
と
か
食

生
活
に
つ
い
て
の
質
問
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

“
去
年
異
常
な
し
で
も

今
年
は
わ
か
ら
な
い
々

　
人
間
の
血
液
は
、
三
ヵ
月
で

新
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
身
体

よ一生の宝
は
、
絶
え
ず
新
陳
代
謝
を
繰
り

返
え
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

今
年
検
診
で
異
常
な
し
と
い
わ

れ
て
も
い
つ
異
常
が
出
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
異
常
を
い

ち
早
く
発
見
す
る
た
め
に
各
種

検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

一
件
当
り
の
医
療
費

　
　
　
県
内
で
ト
ッ
プ

　
先
般
発
行
さ
れ
た
”
目
で
見

　
　
る
国
保
”
を
見
ま
す
と
、

中
里
村
は
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
率
が
最
低
な
の
に
、

一
件
当
り
の
医
療
費
（
一

般
被
保
険
者
）
は
県
下
で

最
高
で
す
。
病
気
を
早
期

発
見
し
、
医
療
費
の
軽
減

に
み
ん
な
で
努
力
し
ま
し

よ
う
。

、
。
、

｝
蕎
、

∴
心
＼
、

　　♂ノノ

　　　　、、謎

二埋』灘

　　　健康関心度高い通り山集落
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あなたが選ぶ景観地

開発課では、ふるさと産業おこし事

業の一環として、地域資源調査を進め、

ています。その中の一つのテーマとし

て「あなたが選ぷ景観地J調査を実施

いたします。

今回の広報に折り込んでありますの

で、あなたあ奨める景観地をお寄せく

ださい。おおぜいの人たちからの投函

をお待ちしています。

帰省客宿泊状況調査

　　　　　にご協力を

松崎清一さん
　　　　　（小原・21歳）

村ではこのたび8月1日～31日の間、

どれだけの人が村を訪れたか、村内全

世帯を対象に調査することとなりまし

た。今まで、お盆時期等にはかなりの

帰省客があることは推測されていまし

たが、実際の数値は把握されていませ

んでした。

調査の結果は、今後の行事計画やふ

るさと中里の会の資料とさせていただ

きたいと思います。8月中旬に調査票

が各世帯に配布されますので、ご協力

をお願いします。

　　　　　　　開発課

東京都内への新幹線のキッブ

　役場で買えます

役場では、越後湯沢駅から東京都内

まで片道400円お得なキップ（新幹線

自由席5，100円）を取り扱っています

のでぜひご利用ください。

★取り扱い時問　午前8時30分～午後

　5時、日曜祭日も取り扱います。

秋季大演習
　　　中里村消防団

★日時　8月23日（日）午前8時～

★場所　田沢小学校グラウンド

崇今年度は分列行進（10時30分）の際、

　中里中学校ブラスバンド部の演奏

　により行います。ぜひ、見学にお

　いでください。

％から国保の

　　　保険証が変ります

国民健康保険の保険証が、9月1日

から新しいものに変ります。現在、使

用している保険証は、8月下旬に村政

事務嘱託員を通じて回収いたします。

㊥⑪などの保険証を利用されている

場合もお返しいただき、今後も必要な

場合は、再度申請してください。保健課

警察官募集のご案内

毎月23目は
　　ふみの目です
　“四季折々の心を込めた手紙やハガ
キ、　“ちょっとした消息やお見舞、そ

んな便りが、わたしたちの心をなぐさ

めてくれます。

ふと思いっいたら気軽にペンをとっ

てみませんか。

エコーハガキ……1枚35円

絵入りハガキ……1枚60円

　　　　　　越後田沢郵便局
　　　鐘　　　罵

昭和62年度新潟県男子警察官（高卒）

をただ今募集しています。

★採用予定日

昭和63年4月1日
★応募受付期問

　7月13日（日）～9月9日㈱

★受験資格

昭和35年4月2日から昭和45年4月
　1日までに生まれた男子で高等学校
卒業程度の学力を有する人。

ただし、学校教育法による大学（短

期大学を除く）を卒業した人または

昭和63年3月31日までに卒業見込み

の人を除く。

★申し込み手続き

受験申し込み等は、田沢駐在所にお

たずねください。（魯63－2368）

毎月23日は「ふみの日』です

マイホームを取得

　　されるみなさまへ

ただ今、昭和62年度第2回個人向け

融資の申込みを受付中です。

★寡集する融資の種別

一般住宅建設資金

建売住宅購入資金
年金被保険者住宅資金融資（併せ貸し）

★募集期問

昭和62年7月20日（月）から

昭和62年8月25日（帰まで

★選定方法

受付日順で選考（無抽選）により行

います。

★申込場所

公庫業務取扱金融機関（村内では、

中里農協、新潟相互中里支店）

勤労者のみなさんへ

財団法人新潟県労働者信用基金協会

の保証により、労働金庫から直接融資

が受けられます。

★勤労者の方

★自営業者の方（従業員5人以下）

ご融資の種類は次の通りです。

o暮らしのローン　o教育ローン

O災害ρ一ン　　　O住宅ローン

ご融資には全て財団法人新潟県労働

者信用基金協会の保証をつけさせてい

ただきます。

崇詳しくは下記にお問合せください。

労働金庫十日町支店（費57－8300）

テレフォンサービス（壼』025－225－2000）

財団法人新潟県労働者信用基金協会

　　　　　　　（盤025－223－1386）

中里村農業委員会

昭和62年7月12日執行の中里村農業

委員選挙の結果、無投票で次の方々が

当選されました。
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ふれあいスタンド
～新潟の観光情報～

新潟県内106ヵ所のガソリンスタン

ドが、みなさんに道順など観光案内を

いたします。どうぞ「ふれあいスタン

ド」にお気軽にお立寄りください。

上の看板が目印です。

村内では、石光石油スタンドです。

停電のお知らせ

＿羅譲鮎
十日町市の協立ハイバーツに

勤めている。趣味はドライフと

音楽鑑賞。自分の性格は明るい

万だと思う。スホーツはバレー

ホールが好きですが，1士事が忙

しくてなかなかできない。

いま、一番楽しいことは、友達

とドライブに行ったり、ワイワ

イと騒ぐこと。夢は一度でいい

から海外で生活をしてみたいこ

と。理想の女性は明るくて思い

やりのある人。村への要望1ま、

多万面に利用できる総合的なレ

クリェーション施設をつくって

ほしい。

★日時　9月10日㈱　午後1時～4時

★場所　通り山、芋川新田の全部

善意をありがとう

次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★香典返し

高道山　渡辺　一氏　20，000円
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え
ら
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て
い
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す
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す
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⑳　倉俣小学校（6年）
　島田　和弘くん
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回回図回国図⑳
　つとむ
　努くん釜：関沢姦李（倉下）

　　　ぽく苗臼元気いっばい遊んでいるよ。お

　　兄ちゃんの自転車にも乗れるんだ。好きな
　　食べ物は生卵。ご飯にかけて食べるのだあ

　　一い好き。お田さんは、素直な子に育って

　　ほしいつて言ってるよ。

’0

Y　　　　　　▼鍔山嘆季さん（小出）⑳

Y　きっかけは……O親同士が満州開拓に行ってきた仲間な
Y　　　　　　んですよ。りそんなことから交際が始まりま

｝　　　　した．
｝第＿印象は＿＿りちょっと気力｛強そうに感じましたが、

｝　　この人なら何でもやってくれると思いました．
｝　　艶が黒くてとても純情、素朴な感じがしました．

1：：驚ll翼雛懇1議

｝　　　いときでも病院に行かないんですよ・仕事ば
｝　　　　　　っかりでなく健康も考えてほしいですね。
｝　エピ、ノードは……り新婚旅行に行く際・友だちが車にア

｝　　　　　キ缶をいっぱいつけてくれたんですよ。うれ
｝　　　　　　しさよりも恥かしさが先でしたね。

｝　村への要望……リレジャー施設なども必要ですが、清津
｝　　　　　　川の護岸対策や雪崩対策など生活基盤づくり

暇　　　　　　に力を入れてほしい。り通年保育をしてほし
　　　　　　いと思います
　＆よ粋粋粋聾渉粋粋粋粋ト
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山
車
も
ま
つ
り
の
盛
り
上
げ
に
一
役

　
七
月
十
九
日
に
七
ツ
釜
ま
つ
り
。
七

月
二
十
六
日
～
八
月
二
日
ま
で
清
津
峡

ま
つ
り
と
、
村
内
は
二
つ
の
渓
谷
ま
つ

り
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
七
ツ
釜
ま
つ

り
で
は
、
恒
例
の
腕
ず
も
う
大
会
や
宝

さ
が
し
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
が

行
わ
れ
、
七
ツ
釜
を
訪
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
一
方
清
津
峡
ま
つ
り
で
は
、
初
日
の

二
十
六
日
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オ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行

わ
れ
観
光
客
な
ど
二
十
人
が
参
加
し

ま
し
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。
こ
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に
は
、
宝
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が
し
、
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マ
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の
つ
か

み
ど
り
の
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も
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け
ら
れ
参
加

者
に
大
変
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ば
れ
て
い
ま
し
た
。
七
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三
十
日
に
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祭
に
は
、
山
伏
に
よ
る
大
護
摩
供
用
が

力自慢を競う（七ッ釜まつり）まつり）

被
露
さ
れ
、
清
津
峡
の
安
全
を
祈
り
ま

し
た
。
ま
た
、
温
泉
山
車
も
出
て
祭
り

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
今
年
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
各

旅
館
、
民
宿
で
日
変
り
七
草
の
湯
が
行

わ
れ
ρ
清
津
峡
の
温
泉
の
良
さ
も
P
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し
ま
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。

チビッ子も大喜び（清津峡

す
ば
ら
し
き
尾
瀬

標
高
千
四
百
灯
地
帯
に
広
が
る
雄
大

な
尾
瀬
湿
原
。
八
月
一
日
、
二
日
の
両

日
、
清
津
山
の
会
主
催
に
よ
る
「
尾
瀬

ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十

三
人
の
参
加
者
は
、
三
条
の
滝
を
は
じ

め
、
平
滑
の
滝
の
漢
谷
美
を
味
わ
い
、

尾
瀬
が
原
へ
と
進
み
美
し
い
尾
瀬
の
な

　ストックホルム（Scandinavla　Grafflti）

　はじまったばかりの短かい夏、淡い陽射し

のなかで本当は内気なのに、目と目があう

とにっこり微笑んだ少女。空までかくして

しまいそうな大きな菩提樹の陰で昼寝がし

たいなア。親切に道を教えてくれた美しい

女性は、スウエーデン語のわからない僕に、

「GOOd　IUCk」とつぶやいて、地下鉄の中へ

消えていったのでした。

ダック（ありがとう。）

　　　　　　清津山の会通外遠征班山本敏文

九
年
連
続
優
勝

　
「
操
作
始
め
」
指
揮
者
の
大
き
な
号

令
に
合
せ
て
操
従
員
が
、
キ
ビ
キ
ビ
と

動
き
ま
す
。
第
十
六
回
県
消
防
協
会
・

中
魚
沼
地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
が
、
七
月
二
十
六
日
十
日
町
市
の
生

鮮
食
品
市
場
の
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
村
内
か
ら
は
、
村
の
予
選
で
優
勝

し
た
小
原
チ
ー
ム
（
小
型
ポ
ヲ

自
動
車
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は

自
動
車
部
が
九
年
連
続
の
優
勝
を
果
し

小
原
チ
ー
ム
も
第
三
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

抜群な成績自動車部

が
め
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
木
道
上
で
す
れ
違
う
多
く
の
ハ
イ
カ

ー
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。
尾
瀬

に
来
た
と
い
う
充
実
感
を
味
わ
い
ま
す
。

「
夏
が
く
れ
ば
思
い
出
す
　
は
る
か
な

尾
瀬
遠
い
空
…
」
尾
瀬
を
こ
よ
な
く
愛

す
登
山
者
が
吹
く
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
が

聞
え
て
き
ま
し
た
。
一
行
は
、
足
を
停

め
て
し
ば
し
、
・
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲

気
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
尾
瀬
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

気分そう快いいネ尾瀬は

ヨさん

（倉俣）

表
リ

代
室
原
鰍
桑

　中里粋吟会倉俣教室は、昭和53年4

月に詩吟に興味をもっている人たちで

作りました。現在、会員は6人と少人

数ですが、毎月2回生活改善セン9一

で練習をしています。わたしたちを指

導してくれるのは、中里粋吟会の大島

耳Z八さんです。

　腹の底から大声を出した後は、なぜ

かすっきりとした気分になります。ま

た、詩吟は、姿勢やロの開き万などの

礼儀も重んじています。更に詩吟をや

っていてすばらしいことは、詩との出

会いです。詩の作られた当時の歴史を

ひも解くことができます。忙しい目々

の中で、趣味をつづけていくことも修

業の一つではないかと思います。

　連絡先　桑原リヨ（台63－3975）

・飲酒運転検挙者数　5人

・無免許運転違反　　5人

・事故発生件数　　　5件

・死亡事故ゼロ1，391日

　　　　　（7月末累計）

　
県
内
で
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
が
百
人
を
超
し
、
七
月

二
十
七
日
か
ら
一
カ
月
間
を
、

「
緊
急
交
通
事
故
防
止
対
策
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
村
内
で
も
、
五
件
の
人
身
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
、
一
時

停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

零
お
め
で
た
ホ

慎雄彩和隼

人
（
上
原
敏
則
）
上
　
山

仁
（
高
橋
敏
昭
）
芋
　
川

加
（
富
井
政
春
〉
干
溝

毅
（
高
野
昇
〉
如
来
寺

吾
（
服
部
浩
一
）
田
　
沢

象
ご
結
婚
率

｛樋
口
隆
司

山
崎
真
理
子

寧
お
く
や
み
＊

井
之
川
シ
ン

藤
田
　
正
平

太
島
キ
ン

関
沢
ノ
ヱ
コ

　
山
、
田
　
ト
マ

　
岡
村
イ
シ
ノ

　
桑
原
ミ
サ
ヲ

干
　
　
溝

津
南
町

76　71　85　70　75　73　77

上山角倉芋宮山

山崎閥下沢中崎

井
戸
水
・
湧
水
を

　
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
全
国
的
に
地
下
水
の
汚
染
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
県
で

は
、
　
「
飲
用
井
戸
等
所
有
状
況

調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
八
月
中
に
、
集
落
の
衛
生
推

進
委
員
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和62年8月10目広鞭かかマ～〃


